
回答数：１０４

Ｑ１．他社の人事部門・人材開発部門・ダイバーシティ推進部門の方々との交流機会

Q1-1）同業他社との交流機会は？ Q1-2）グループ企業の中での交流機会は？

定期的な会合がある 13 定期的な会合がある 37
不定期だが会合はある 23 不定期だが会合はある 39
特別な設定がない限り、 50 特別な設定がない限り、 17
全く交流機会はない 17 全く交流機会はない 8
わからない 1 自社にグループ企業はない 2

わからない 1

Q1-3）異業種企業との交流機会は？ Q1-4）個人的なネットワークは？

定期的な会合がある 10 多くの人脈がある 14
不定期だが会合はある 26 少数だが人脈はある 67
特別な設定がない限り、 45 人脈はほとんどない 23
全く交流機会はない 22
わからない 1

Ｑ２．日本CHO協会では、2020年9月より「CHOネットワーキングサービス」という会員発のテーマに関する

　　　少人数での情報交換会を開始しましたが、他社の方々との交流機会について伺います。

Q2-1）どんな交流機会が良いか（複数回答）

同じような課題を持つ企業との交流 73

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流48

自社と同規模の企業との交流 39

同業他社との交流 31

なるべく近い業界との交流 29

特に他社との交流は必要ない 4

【日本CHO協会】　「今後の活動やサービス」に関するアンケート 　  2021.01

定期的な会合がある

13%

不定期だが会合はある

22%

特別な設定がない限り、

会合はない

48%

全く交流機会はない

16%

わからない

1%

定期的な会合がある

36%

不定期だが会合はある

37%

特別な設定がない限り、

会合はない 16%

全く交流機会はない

8%

自社にグループ企業はない

2%
わからない

1%

多くの人脈がある

14%

少数だが人脈はある

64%

人脈はほとんどない

22%

定期的な会合がある

10%

不定期だが会合はある

25%

特別な設定がない限り、

会合はない

43%

全く交流機会はない

21%

わからない

1%

73

48

39

31

29

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

同じような課題を持つ企業との交流

業種・業界・企業規模と関係なく、様々な企業との交流

自社と同規模の企業との交流

同業他社との交流

なるべく近い業界との交流

特に他社との交流は必要ない

（件）
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Q2-2）以下のテーマに関する交流機会があったら、参加してみたいか（複数回答）

組織・風土の改革 53

多様性を活かす組織づくり 45

女性管理職や候補者の育成 39

エンゲージメントの向上 38

次世代リーダーの育成 37

シニア人材の活躍やキャリア再開発 37
人事のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝとﾃｸﾉﾛｼﾞｰ活

用
37

管理者層の意識改革 32

キャリア自立・キャリア支援 32

コロナ禍での働き方改革 31

タレントマネジメント 31

人事制度の改革 30

社員のやる気とモチベーション向上 30

アンコンシャスバイアスの除去や心理的 29

障害者の雇用・定着・育成 26

育児・介護・病気治療等との両立支援 23

健康経営（健康増進・健康管理） 18

若手社員のリテンション（定着） 15

グローバル人材の育成 12

採用に関する課題解決 12

その他 2

Ｑ３．現在、定期開催している各種セミナーで、今後取り上げてほしいテーマは？

Q3-1）経営戦略と人事に関するテーマ（複数回答）

組織風土改革や企業文化創造と人事 67

SDGｓと人事 39

ビジネスモデル転換と人事 36

グループ経営の推進と人事 31

企業再編やM&Aと人事 21

新規事業開発と人事 16

その他 2

53

45

39

38

37

37

37

32

32

31

31

30

30

29

26

23

18

15

12

12

2

0 10 20 30 40 50 60

組織・風土の改革

多様性を活かす組織づくり

女性管理職や候補者の育成

エンゲージメントの向上

次世代リーダーの育成

シニア人材の活躍やキャリア再開発

人事のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝとﾃｸﾉﾛｼﾞｰ活用

管理者層の意識改革

キャリア自立・キャリア支援

コロナ禍での働き方改革

タレントマネジメント

人事制度の改革

社員のやる気とモチベーション向上

アンコンシャスバイアスの除去や心理的安全性の確保

障害者の雇用・定着・育成

育児・介護・病気治療等との両立支援

健康経営（健康増進・健康管理）

若手社員のリテンション（定着）

グローバル人材の育成

採用に関する課題解決

その他

（件）

67

39

36

31

21

16

2

0 10 20 30 40 50 60 70

組織風土改革や企業文化創造と人事

SDGｓと人事

ビジネスモデル転換と人事

グループ経営の推進と人事

企業再編やM&Aと人事

新規事業開発と人事

その他

（件）

その他：

・グループ経営の中でも、特にグローバル・ガバナンスについて

・日本型HRBPの展望

その他：

・コンプライアンス強化
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Q3-2）人事施策全般に関するテーマ（複数回答）

会社に対する社員のエンゲージメント（愛着心や信頼関係の向上）49

これからの人事部門の役割・機能・権限 43

人事・評価制度の改革 42

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用40

ジョブ型雇用 38

組織開発 38

社員のやる気とモチベーション向上 38

HRBPの役割・機能と活用方法 32

人材の流動化・雇用調整 23

健康経営・ウェルビーイング 22

メンタルヘルスケア 22

人材のリテンション（定着・離職防止） 22

目標管理（MBO・OKR等） 19

ハラスメントの防止 18

要員・人件費管理 17

同一労働同一賃金 10

労使関係のあり方 6

その他 3

Q3-3)　人材開発・人材育成に関するテーマ（複数回答）

自律型人材の育成 66

次世代幹部人材育成・サクセッションプラン 45

シニア人材のキャリア再開発 45

タレントマネジメント・人材アセスメント 38

ミドルマネジメント層の強化・育成 34

１on１の活用 25

若手社員の採用・定着・育成 24

専門人材の育成 22

キャリア支援・キャリア相談 22

企業の壁を超えた越境学習・越境体験 22

グローバル人材育成 16

教育研修のオンライン/オフラインの使い分け 16

採用全般 10

採用活動のオンライン/オフラインの使い分け 8

パートタイマーや非正規社員の育成・戦力化 1

接客サービスレベルの向上 1

その他 2

49

43

42

40

38

38

38

32

23

22

22

22

19

18

17

10

6

3

0 10 20 30 40 50

会社に対する社員のエンゲージメント（愛着心や信頼関係の向上）

これからの人事部門の役割・機能・権限

人事・評価制度の改革

人事のデジタルトランスフォーメーションとテクノロジー活用

ジョブ型雇用

組織開発

社員のやる気とモチベーション向上

HRBPの役割・機能と活用方法

人材の流動化・雇用調整

健康経営・ウェルビーイング

メンタルヘルスケア

人材のリテンション（定着・離職防止）

目標管理（MBO・OKR等）

ハラスメントの防止

要員・人件費管理

同一労働同一賃金

労使関係のあり方

その他

（件）

66

45

45

38

34

25

24

22

22

22

16

16

10

8

1

1

2

0 10 20 30 40 50 60 70

自律型人材の育成

次世代幹部人材育成・サクセッションプラン

シニア人材のキャリア再開発

タレントマネジメント・人材アセスメント

ミドルマネジメント層の強化・育成

１on１の活用

若手社員の採用・定着・育成

専門人材の育成

キャリア支援・キャリア相談

企業の壁を超えた越境学習・越境体験

グローバル人材育成

教育研修のオンライン/オフラインの使い分け

採用全般

採用活動のオンライン/オフラインの使い分け

パートタイマーや非正規社員の育成・戦力化

接客サービスレベルの向上

その他

（件）

その他：

・評価制度の課題（評価者研修の在り方、評価エラーの防止策等）

・多様な雇用形態（業務委託契約等）と運用について

・70歳雇用義務化に向けた取り組み

その他：

・教育研修の体系化

・専門人財の評価、配置、キャリアの考え方
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Q3-4）働き方改革に関するテーマ（複数回答）

チームワーク・チームビルディング 52

テレワーク・リモートワーク 45

コロナ禍における働き方 42

効果的なタイムマネジメント手法 40

複業（副業・兼業） 38

働き方改革の進捗状況の「見える化」 29

長時間労働の是正 14

ワーケーション 11

その他 2

Q3-5）ダイバーシティ推進に関するテーマ（複数回答）

多様性を活かす組織づくり 55

シニアの活躍・活用 42

女性の活躍・活用 40

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法39

障害者の活躍・活用 36

介護と仕事の両立支援 30

男性の育児・家事参画や育休取得促進 30

LGBTの理解・支援・環境整備 30

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化 29

多様な雇用形態の活用 29

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援 28

病気治療と仕事の両立支援 26

ワークライフバランスの実現 24

個の尊重・活用 22

外国人の活躍・活用 18

妊活・不妊治療と仕事の両立支援 14

その他 1

Ｑ４．どんな方に登壇してほしいか（複数回答）

経営者層 60

人事部長層 53

人事の実務責任者・実務担当者 47

人事コンサルタント 34

ダイバーシティ推進責任者層 34

人材ビジネス業界のトップ層 30

学識者（大学教授等） 28

経営コンサルタント 22

人事とは直接関係ない有名人やタレント 7

その他 0

特に希望はなし 5

55

42

40

39

36

30

30

30

29

29

28

26

24

22

18

14

1

0 10 20 30 40 50 60

多様性を活かす組織づくり

シニアの活躍・活用

女性の活躍・活用

ダイバーシティ推進体制や組織への浸透・周知の方法

障害者の活躍・活用

介護と仕事の両立支援

男性の育児・家事参画や育休取得促進

LGBTの理解・支援・環境整備

情報の共有化や意思決定プロセスの透明化

多様な雇用形態の活用

育児と仕事の両立支援や職場復帰支援

病気治療と仕事の両立支援

ワークライフバランスの実現

個の尊重・活用

外国人の活躍・活用

妊活・不妊治療と仕事の両立支援

その他

（件）

60

53

47

34

34

30

28

22

7

5

0 10 20 30 40 50 60 70

経営者層

人事部長層

人事の実務責任者・実務担当者

人事コンサルタント

ダイバーシティ推進責任者層

人材ビジネス業界のトップ層

学識者（大学教授等）

経営コンサルタント

人事とは直接関係ない有名人やタレント

特に希望はなし

（件）

その他：

・全般

52

45

42

40

38

29

14

11

2

0 10 20 30 40 50 60

チームワーク・チームビルディング

テレワーク・リモートワーク

コロナ禍における働き方

効果的なタイムマネジメント手法

複業（副業・兼業）

働き方改革の進捗状況の「見える化」

長時間労働の是正

ワーケーション

その他

（件）

その他：

・必要な時に必要な人間に働いてもらうしくみ（シニア活用や副業を意識）

・就業場所を問わない働き方（東京にある部署に地方在住でも所属できる）と

制度づくりとの関係
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Ｑ５．どんなスタイルのセミナーを希望するか（複数回答）

講演会 80

パネルディスカッションやトークセッション 66

ワークショップ等、参加型の勉強会 38

参加者同志の事例交換・情報交換会 37

体験型セミナー 16

その他 0

特に希望はなし 3

Ｑ６．コロナ禍でのオンラインセミナーへの Ｑ７．コロナ騒動が始まる前と較べ、

　　　参加頻度は？（当協会以外も含む） 　　　オンラインセミナーへの参加頻度は？

週2回以上 4 かなり増えた 51

週1回程度 11 やや増えた 34

月1～２回程度 59 ほとんど変わらない 13

2～３ヵ月に1回程度 21 やや減った 3

半年に1回程度 3 かなり減った 3

年に1回程度 4

参加したことがない 5

Ｑ８．当協会主催のオンラインイベントに関して

Q8-1）どのような参加スタイルが希望か？(複数回答）

講義が聴ければ、特にツーウェイの場は望まない 42

登壇者との意見交換や質疑応答が出来る 40

他の参加者との意見交換や情報交換が出来る 35

特にこだわらない 17

Q8-2）イベントで自身の画像・音声が Q8-3）参加しやすい時期は？

　　　　　　　共有されることについては？

特に気にしない 34 毎月上旬 5

むしろ望ましい 0 毎月中旬 20

出来れば避けたい 21 毎月下旬 3

時と場合による 45 特に関係ない 76

画像・音声が必須なら参加しない 4

特に関係ない 0

80

66

38

37

16

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

講演会

パネルディスカッションやトークセッション

ワークショップ等、参加型の勉強会

参加者同志の事例交換・情報交換会

体験型セミナー

特に希望はなし

（件）

毎月上旬

5%

毎月中旬

19%

毎月下旬

3%特に関係ない

73%

週2回以上

4%

週1回程度

10%

月1～２回程度

55%

2～３ヵ月に1回程度

19%

半年に1回程度

3%

年に1回程度 4%

参加したことがない 5%

かなり増えた

49%
やや増えた

33%

ほとんど変わらない

12%

やや減った

3%

かなり減った

3%

42

40

35

17

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

講義が聴ければ、特にツーウェイの場は望まない

登壇者との意見交換や質疑応答が出来る

他の参加者との意見交換や情報交換が出来る

特にこだわらない

（件）

特に気にしない

33%

出来れば避けたい

20%

時と場合による

43%

画像・音声が必須なら

参加しない

4%
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Q8-4）参加しやすい開催曜日は？ Q８-5）参加しやすい開催時間の上限は？

月曜日 3 30分程度 1

火曜日 4 60分程度 34

水曜日 12 90分程度 36

木曜日 3 2時間程度 26

金曜日 6 3時間程度 1

特に関係ない 76 特に関係ない 6

その他 0

Q8-6）参加しやすい開催時間帯は？

午前中 (例10:00～12:00) 5

午後一番 (例13:00～15:00) 16

夕刻 (例15:00～17:00) 31

夜間 (例18:00～20:00) 9

特に関係ない 36

その他 7

Ｑ９．当協会主催のオンラインイベントで困ることはなにか（複数選択）

特になし 52

開始時に資料が手元になく不便に感じる 21

参加者同志の意見交換・情報交換が難しい 16

急用で参加できなくなることが多い 15

申し込んだことを失念しやすい 10

盛り上りがなく、単調に感じる 9

音声・画像等の通信トラブルが多く、ストレスを感じる 7

講師との質疑応答・意見交換が難しい 7

開催時間が長く、集中力が持たない 4

参加方法がわかりにくい 2

その他 7

0 10 20 30 40 50 60

特になし

開始時に資料が手元になく不便に感じる

参加者同志の意見交換・情報交換が難しい

急用で参加できなくなることが多い

申し込んだことを失念しやすい

盛り上りがなく、単調に感じる

音声・画像等の通信トラブルが多く、ストレスを感じる

講師との質疑応答・意見交換が難しい

開催時間が長く、集中力が持たない

参加方法がわかりにくい

その他

（件）

月曜日 3% 火曜日 4%

水曜日 11%

木曜日 3%

金曜日 6%

特に関係ない

73%

30分程度

1%

60分程度

33%

90分程度

34%

2時間程度

25%

3時間程度

1%

特に関係ない

6%

午前中 (例10:00～12:00)

5%

午後一番 (例13:00～15:00)

15%

夕刻 (例15:00～17:00)

30%

夜間 (例18:00～20:00)

9%

特に関係ない

34%

その他

7%

その他：

・もう少し他社の人事の方と交流を広められるきっかけがあるとよい。

制度の一覧掲載など。

・参加URLを見失う。

・オンラインツールによって会社で利用不可のものがある。

・資料は事前に欲しい（手元に置いて聞きたい）。

・参加できなかった際、アーカイブで一定期間配信してもらえるとありがたい。

・参加者が限られているのか、ブレイクアウトで数回同じ企業の方と

たまたま一緒になることがある。

・以前はセミナー参加によって人脈ができるケースがあったが、今はできない。

・交流会後メールアドレス交換等情報開示をしなかった会で、個人氏名から

業務とは関係のない個人のSNSを探し出してコンタクトしてきた方がおり

迷惑したことがある。

その他：

・朝~10時

・午後13:00～17:00

・夕刻以降はお迎えがあるので9時～5時の範囲内を希望

・夜間以外であればどの時間帯でも構わない

・夜間は家事があるので不可
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